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日時 2025 年9月25 日(木) 13時開演

18 時30 分開演

26 日(金 ) 13 時開演

会場 県民共済み らい ホ ー ル (桜木町)

演出 日澤雄介 (劇団チ ョ コ レ ー トケ ー キ )
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上演時間 約 80 分 (休憩な し )

脚本 古川 健 (劇団チ ョ コ レ ー トケ ー キ )

舞台監督 西廣奏/ 音響 佐久間修 一 (POC0) / 照明 青木大輔 - 小池み の り

美術 加藤ちか / 演出助手 朝倉工 リ / 衣裳 藤田友/ 方言指導 瀬山英里子

企画 喜昇倶楽部 高橋昇/ 企画 。 製作 Nana Produce

0 担当サ ー クル のま とめ会の お知 らせ

10 月 3 日 (金 ) 10 時 30 分 ~ ・ 18 時 30 分~ 事務局

* ア ン ケ ー トの集計 、 担当 して の感想 、 気が付 い た と こ ろ 、 舞台の感想な どを交流 し ます 。

ぜひ ご出席 く だ さい 。
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渋谷は るか さ ん ・ プロ フ ィ ー ル

横浜市立下野谷小学校

横浜市立潮田中学校

神奈川県立神奈川総合高校

2004 年 文学座付属演劇研究所入所

2009 年 文学座座員 現在に至 る 。

2018 年 0n7 (お んなな)公演 「そ の 頬 、 熱線に焼かれ 」 公演

今回の 「其の 女」 は そ の ス ピ ン オ フ 。

2 作品 と も劇団チ ョ コ レ ー トケ ー キ の 古川健 の作 、 日澤雄介の 演出 。

渋谷はるかさんからのメ ッ セ ー ジ

皆様 、 こ ん に ち は 。 渋谷は る か と申し ます 。

こ の 度は 、 横浜で 『其の 女』 を上演で き ます 事を とて も嬉 し く思 っ て い ます 。

私は生まれ も育ち も横浜で 、 今 も横浜在住で す 。 山下公 園を ぐ る ぐる歩き なが ら台詞を覚えた り

し て い ます 。 (笑)

た っ た独 りで舞台に 立っ と い うの は 、 正直震 え る よ うな思い もす る の で す が 、 こ の 『其の 女』 を
、

劇場で 皆様に お会 い で き る の を楽 し み に して お りま す 。

「原爆乙女」渡米して ケロイ ドの治療へ 出発 !

1 9 5 5 年 、 原子 爆弾で ケ ロ イ ドで 傷つ い た身体の 治療

の ため に ア メ リ カ に 向か っ た 1 0 代後半か ら 3 0 代前半

の 2 5 名の 女性 。 彼女た ちは ア メ リ カ人の 医師に よ り最

先端治療をうける為に渡米。

医師た ち は無償で 治療に あた り 「人格者 」 「博愛主義

者」 と称された 。 ま た ホ ー ム ス テ ィ に携わ っ て くれ た 民

間人の 方々 も 「優 し さ に 溢れ て い た 」 と い う エ ピ ソ ー ド

が語られ て き た 。

そ れ で も 、
「原爆乙女 」 た ちの傷痕は残 り 、 心の傷は癒さ

れ る こ と はあ りま せ ん で し た 。

ま
、

を つ
・ ・ゞ

、
第
1

ノ

4 ′ イ

25 日 (木 ) 1 時の部の終演後 、 客席交流会 を開催 します 。

出席予定者は作者の 占川健 さ ん 、 演出の 日澤雄介さ ん
、
主演の 渋谷は る

か さ ん が参加 し て く だ さ い ます 。

終演後そ の ま ま客席で お待ち く だ さい
。



会員総会のご報告

ヾ 望2. い

7 月 日 (日) 、 参加者 3 ー名 、 欠席サ ー ク ル 63 (非サ ー ク ル 92 )て 、 議長 一 任て 会員総会

が行われ 、 観劇会が年間 5 本に な る こ と が決ま り ま し た 。

冒頭 、 石原会長よ り 、 厳 し い 運営状況が 続 い て い ま す が 、 会員が 単な る観客て
、

は な く 、 観劇会

の 運営に も携わ っ て 作 り上げて い る会 な の て 、 充実 し た観劇会 を続 けて 行 き ま し よ う 。 と い う挨

拶が あ り ま し た 。

続 い て 運営委員長の 吉倉さ ん よ り 、 議案書 に

沿 っ て 作品や観劇会 に つ い て な ど昨年度の報告が ・ 久
、

、ツ 諟 三ン キ ゞ 。
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人 ほ ど に 減 っ て い ま す 。
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5 本に減 る こ と に な り ま し た 。 毎年 ご と に 減少

し続け る会員数 、 それ に 伴 い 財政規模の 縮小 。 と う と う現在の 会費額 と会員数て は年間 6 本の 観

劇会 を維持す る事が 難 し く な っ て し ま い ま し た 。

2023 年度の 支出は 幻 , 58L725 円 、 2024 年度 も支出は 20 , 849 , 283 円。 それ に 対 し 、 収

人は 2024 年度は 円 , 373 , 590 円 と収人 が支出を下 回 っ て し ま い ま し た 。 2025 年度を推量す

る と現状の 会員数て の 総収入予算は 17,166,OOO 円て す 。 こ の 予算て年 6 本の 観劇会 を組む と

上演料だ けて
。

400 万円ほ ど不足 し て し ま う こ と に な り ます 。 年 5 本の 観劇会 、 他 の 経費を削減

して 、 よ うや く 予算を立て る こ と が 出来 ま し た 。

会員数の 減少が 収人減 に 直結 し て し ま い
、 財政運営 を苦 しめ て い ま す が 、 なん と か 年 5 本の 観

劇会 を維持 し 、 会員を少 し て
。

も増や し て い く取 り組み を今年は し て い き た い と思 い ま す 。

そ こ て ホ ー ム ペ ー ジ ( ウ エ プサ イ ト ) を改善 し 、 充実を図 っ て い き ます 。

「 ロ コ ミ 」 に 頼 っ て き た 現在の 宣伝方法 を見直し 、
S N S 等を活用 し た宣伝方法 に取 り組

ん て い き ま す ! 皆さ ん て盛 り上げ て い け る よ う に こ れか ら も改善 を図 っ て い き ま す 。

ご活用 く ださ い !是非 、

回

回

ス マ ー ト フ ォ ン て 左の QR コ ー ド に 向けて
、 カ メ ラ を開 ・

い て く だ さ い 一

シ ャ ッ タ ー を押 さ ず に 、 画面に 出て き た 【黄色 い 枠】 や

【Q R コ ー ド読み 取 り】 等の 枠 を押 し ます 。

す る と別画面が開 き 、

『横浜演劇鑑賞協会』 の ホ ー ム ペ ー

ジ を み る こ とが 出来 ます !

や り方が わか らな い 等あ り ま し た ら 、 お 気軽 に お 聞き く

ださ い



創立50 年企画

こ の 人を訪ね る 6 菊谷節夫さん

核兵器のない世界非蹴 の日本を

会員歴 も 2 0 年 と長 い が 、 横浜市従業員組合の 書記長 、 神奈川労連 の 役員を歴任 し 、 神奈川県平和委員

会の 代表 。 そ し て 神奈川県原水協の 代表理事で も あ る菊谷節夫さ ん は神奈川県を代表す る活動家で す 。

「其の 女」 の観劇を前に 、
色 々 と聞 い て みま し た 。

まずは神奈川県の原水爆禁止運動の 歴史を教え て く だ さい ー 広島 ・ 長崎の 原爆投下か ら 9 年後の

1 9 5 4 年 に 「ビキ ニ 環礁」 で 原爆の 1 0 0 0 倍 とい う威力 の 水爆実験 が実施 され て 「第 5 福竜丸」

を初め 、 日本の マ グ ロ 漁船が死の 灰を浴び て
、 原爆症の症状を発症 し ま し た 。 翌年 の 1 9 5 5 年 に

第 1 回原水爆禁止 世界大会が開催 されま し た 。
「日本原水爆禁止 協議会 」 も こ の 年 に 結成され 、 ノ ー

ベ ル 平和賞を受賞 し た 「日本被団協」 が翌年の 1 9 5 6 年 に結成されま し た 。

核をめ ぐる世界の動き は揺れ動き 、 落ち着き を見せ て い ま せん が 一 だれも核戦争が起き た らい い と

考え て い る人はい ない と思い ま す 。 現実化すれ ば地球 は崩壊 し て し ま い ます 。 それ で も核兵器は 1 2 0

O O 発に増大 し
、

「核兵器を使用す る ぞ 」 「だ っ た ら対抗する ぞ 」 とい う脅 し の睨み あい が 緊張を高め

て い ま す 。 日本 も 「軍備拡大や む をえな い 」 と い う 日米政府の 方針 を国民に浸透 させ よ う と して い ま す 。

「核兵器禁止条約」 に署名する 国 も 1 0 0 ヶ 国近 く に広が っ て い ま すが 一 核廃絶の 動き と核に よ る

威圧がせ めぎ合て い ます 。 平和の 問題 は重要な時期に な っ て き て い ます 。 戦争の 悲劇か ら遠 く離れた

世代が 多い 時代に な り 、 戦争に よ っ て 人権が侵 され る とい う実感も薄れ て い ま す か ら 、 若 い 世代の 関

心 を高め る運動 が必要で す 。 日本 も 「核兵器禁止 条約 の締結国」 に な ら なければい け ませ ん 。

軍隊が排出す る 二 酸化炭素の 量が世界の 5 . 5 % を超え て 気候変動 に も 大きな影響 も与 えて い ます 。

『こ ん な時期に戦争なん か し て い て い い の か ! 』 心か ら叫びたい で す 。

今回の 「其の女 」 と い う観劇会は原爆で ケ ロ イ ドを負 っ た若い婦女子 を題材に した舞台で す 。 ア メ リ カ

の 医師や ア メ リ カ 国民の優 し さが美談と して伝え られ て い ますが 一 原爆投下直後に ア メ リ カ は 「調査委

員会」 を設置 し て 原子爆弾の 効果や被害状況を調 べ た の で す が 、 1 9 7 5 年に 日米が協力 し て 調査委員会

が発足す る ま で 調査資料は封印され て き ま し た 。
「原爆乙女」 の 治療 も形成外科手術の 実験材料を取得す

る こ とが 目的だ っ たか も しれ ませ ん よ 。

取材を終え て 、 加藤周 ー 氏の 『戦争の 準備で な く 、 平和の 準備を 』。 そ し て 、 ネル ソ ン ・ マ ン デ ラ氏の

『最良の 武器 は座 っ て 話す こ とだ』 とい う言葉に改めて 強 く頷 い て し ま っ た 。
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月の海

「月虹の 宿」

第 3 弾 2025 年 IO 月 会場 ・ 関内ホ ー ル ・ 小ホ ー ル

第 331 回 観劇会 日穏公演

観劇会で取り上げた日穏公演の 足跡

第 1 弾 2022 年9 月 会場 ・ 県民共済み らいホ ー ル

月虹 と は月の 光で 出来 る虹の 事 。 こ の 虹は願 い 事を叶え得 る と い う 。

創業 150 年の 古びた温泉宿が舞台。 帰郷 し た 主人公の 、 娘の 安楽死 を巡 っ

て 葛藤す る家族の物語。

第 2 弾 2023 年8 月 会場 ・ 横浜市教育会館

「オ ミ ソ 」

昔なが らの 老舗の 味噌屋が存続の 危機を迎 え 、 そ の 苦境を乗 り越え る家族

の物語。

「月 の海」

今回は母親の 介護 と い う身近な話題を軸 に 「家族」 や 「い の ら」 を包み込

む よ う に 温か く描 い た 、 再生 の物語。

望月家に は介護を必要 と す る母が い て
、 娘の 静が同居 して い る 。 父は亡 く

な っ て 、 弟の 豊は行方不明の ま ま 5 年が過 ぎた 。

父 は 「月」 が好きで 娘 と息子 の名前を 「静の海」 「豊の 海」 に 因ん で 命名 し

た 。 そ ん なあ る 日、 近所 を徘徊す る泥棒が望月家 に 忍び込 ん で く る の だ

会場/ 関内ホ ー 丿
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観劇日 1 0 月 2 9
* 29 日昼び

* 担当者の皆 さ ん に よ る 「ま と
昔の 豊の 作文を読む静



企画 ・ 脚本/岩瀬顕子 演出 /たん じだい ご

出演者 ・ 内浦純一 ・ 岩瀬顕子 ・ 剣持直明 (だる ま座) ・ 堂免 ー る こ ・ 永滝元太郎

中三川雄介 ・ 塚本小百合 ・ 粥川大暉 ・ たん じだいご

日 (水 ) 1 3 時 ・ 1 8 時3 0 分

日 (木) 1 3 時

” 小ホ ー ル

90 分 (休憩な し )
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岩瀬顕子さん (中央) を囲ん で 田 、 々々
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9 月 2 日 (火) ・ 「月の海」の観劇会担当サ ー クルの集い に脚本 ・ 主

演の岩瀬さ ん をお迎え しま した 。 演じる と共に戯曲を書 く に至 っ

た経緯や学生時代の経験など を伺い ま したが 、 まずは 「月の海」に

関して 。 初演の 2016 年はお母様が急逝さ れた年で 、 母娘の 関係

や介護職の方々 の お話を元に書かれた作 ロ
ロロ 0

お母様とのお話に声を詰ま らせシ ー ンも あ り 、 お気持ちが伝わ っ

て き ま した 。 だ る ま座の剣持さ ん が介護の見習い役で 出演 。

毎回違う ア ドリプに笑いが起き る そ うで 、 どんなシ ー ンなの か ? お

楽しみ に !

「月虹の宿 」を観て 音楽作らせ て 欲しい とい う 申し出を頂き 、 以来

日穏の音楽を担当して い る林ゆう き さ ん 。 かなり著名な方で 、 ドラ

マ
、 映画 、 ゲ ー ム等多く の ヒ ッ ト作がある方 。

「朝が来た 」「緊急取調

ア メ リカで の学生時代 、 戦争を体験さ れた元兵士方の話を聞き 、

残すとい う こ とさ れ て い て 、 帰国後も続けて い る そうで す 。

「戦争はや っ て はい けない 」と い う強い思い を持ち続けて い ら っ し

や るそうで す 。 広報 ・ 和田
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終演後 ・ 出演者と の客席交流会を行い ま す 。

豊が大好 きな プ リ ン を爆買 い し た静

にお い で 下 さ い 。 11 月 4 日 (火) 10 時 30 分 ~ ・ 18 時 30 分 ~
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い

心
配
を
し
た
く
ら
い

で

四
月
二

五
日
の

担
当
打
合
せ
に
は

、

劇

す
。

出
演
者
も
四

人
全
員
登
場
し

、

丁
寧
に

団
代
表
の

藤
原
啓
児
さ
ん
が
来
局
し

、

こ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
演
出
で
あ
る
と
熱
弁

答
え
て
く
れ
て

、

充
実
し
た
客
席
交
流
会

を
ふ
る
い

、

参
加
者
の

興
味
を
引
き
ま
し

に
な
り
ま
し
た

。

三
回
の

観
劇
会
も
あ
っ

と
い

う
間
に
終

座
席
割
り
・

前
日
作
業

・

搬
入
と
進
み

、

り
、

次
は
搬
出
作
業
で
す

。

搬
入
作
業
で
は

、

最
初
に
軽
い

箱
を
運

い

よ
い

よ
七
月
一

日
の

本
番
で
す

。

す

ん
だ
だ
け
で
ラ
ク
で
し
た
が

、

で

搬
出
で
は

凝
っ

た
舞
台
装
置
や

、

た
く
さ
ん
の

小

す

本

て

道
具
に
よ
っ

て
、

一

九
三
〇
年
の

セ
ン

ト

し
つ

か
り
お
手
伝
い

し
た
の

で
劇
団
に

協

出

難

き

ヾ

カ

が
、

目
の

前

力
で
き
た
と
思
い

ま
す

。

ル

イ
ス

の

貧
し
い

ア
パ

ー
ト

が

て

き

れ

ろ

七
月
八
日
の

ま
と
め

会
で
は

、

午
前
中

に
現
れ
ま
し
た

。

感

?

ば

慣

こと

か

さ

足
が
不
自
由
な
事
を
気
に
病
み

、

自
分

よ
り
夜
の

回
の

ほ
う
が
参
加
者
が
多
く

、

す

そ

と

自

い

ろ
い

ろ
な
感
想
が
出
ま
し
た

。

の

殻
に

閉
じ
こ
も
っ

て
い

る
ロ

ー
ラ

、

心

一

ま

す

る

?

い

の

い

か

で

で

テ
ネ
シ

ー
・

ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
自
身
の

家

な
ら
ず
も
靴
倉
庫
で
働
き

、

家
族
の

暮
ら

で

あ

ト

て

す

ん

の

は

一

じ

で

頼

よ

し
を
支
え
て
い

る
ト
ム

、

そ
し
て
若
い

頃

族
関
係
を
投
影
し
た
自
伝
的
な
作
品
な
の

所

カ

演

毛

を

方

流

ス

を

地

作

丿

を
忘
れ
ら
れ
ず
に
い

る
母
ア
マ

ン

ダ
。

こ

で
、

難
し
か
っ

た
、

ま
た

、

ラ
ス

ト
が
ハ

交

し

役

、

製

ッ

ピ
ー

エ

ン

ド
で
は
な
い

の

で
、

暗
か
っ

の

三
人
の

生
活
が
ロ

ー
ラ
の

婚
活
を
中
心

席

難

な

性

が

。

な

客

で

か

女

す

す

に
展
開
し
て
い

き
ま
す

。

た
と
い

う
感
想
も
あ
り
ま
し
た
が

、

総
じ

の

ど

履

、

で

で

丁

な

は

年

然

ラ

女
性
役
も
男
優
が
演
じ
る
珍
し
い

劇
団

て
、

テ

ネ
シ

ー
・

ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
の

追
憶

々

乍

段

長

自

ッ

も

カ

了

普

て

で
す
が

、

違
和
感
が
無
か
っ

た
と
い

う
感

の

世
界
に
浸
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
す

。

え

の

に

役

ダ

と

役

直

ロ

ー
ラ
の

健
気
さ
が
印
象
に
残
り
ま
し

想
や

、

女
生
役
に
感
心
し
た
と
い

う
評
価

演

方

ラ

ン

が

ラ

で

が
多
か
っ

た
で
す

。

公

の

一

マ

髪
一

手

す

ロ

/

生

ロ

ア

で

長

(

鶴
見

・

エ

ス

ペ

ラ
ン

サ

石
原
亜
美
)

昼

対

一

日
の

昼
の

部
の

終
演
後
の

客
席
交
流

本

の

会
に
は

、

い

つ

も
よ
り
も
多
く
の

会
員
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た

。

女
性
役
を
男
優

物、

Q ー セ ッ トが素晴 しい で す 。 小道具も と て も 多く て大変そ うです が ? 終演後に舞台の 出演者 と客席の 交流会

A— ( ジム役) 美術の 人が準備 して く れて 、 当時の雰囲気を出 し て い ます 。

Qー セ リ フ の量が と て も 多い で すが 、 ど の よ うに し て覚え る ので すか ?

( ト ム役 ) 何度も繰 り返 して 覚え る し か あ りませ ん 。 こ の作品は今回再演なので 、 記憶が残 っ て いたの で

すが 、 初演の 時は本当に 大変で した 。

Q ー 最後に ユ ニ コ ー ン の 角が取れ て し ま う の に は 、 ど ん な意味があるの で すか ? 角は何の 象徴で す か ?

( ロ ー ラ役) 角は ロ ー ラ の コ ン プ レ ッ ク ス を意味 し て い る と思 い ま す 。 コ ン プ レ ッ ク ス を手放 し て 、
ユ ニ

コ
ー ン が普通の馬に な っ た よ うに 、 ロ ー ラ も普通に近づ い て 行 く のだ と思 い ます 。

Q ー ロ ー ラ は こ の 後 、 ど うな っ て い くので し よ うか ?

( ロ ー ラ役) す ぐに 変わるの は難 し い で し よ うが 、 少 しず つ 前向き に 変わ っ て 行 く と思い ま す 。 自分は 、

ま た タ イ プの学校に通 うので はない か と考え て い ます 。

8



レ い

ガ
ラ
ス

の

動
物
園

マ
自
信
の

な
さ

、

コ

ン

プ
レ

ッ

ク
ス

、

捨

「

消
し
て
く
れ

そ
の

ロ

ー
ソ
ク
の

火

ス

タ
ジ
オ
ラ
イ
フ
公
演

を
哨
し
て
」

マ

動
く
ん
だ
ー

マ
人
間
だ
れ
で
も
長
所
が

一

つ

あ
る

。

マ
ロ

ー
ソ
ク
の

生
の

火
、

初
め
て
舞
台
で

マ
私
も
息
子

(

自
閉
症
)

に
怒
ら
ず
豊
か

な
心
で
接
し
た
い

み
ま
し
た

。

効
果
的
で
す

。

に
残
っ

た
台
詞
・

シ
ー
ン

(

現
実
は
)

ま
っ

た
く
う
ま
く
い

力
な

マ
①
こ
の

先
の

幸
せ

を
・

こ
と
ば
か
り

。

②
角
が
取
れ
て

普
通
に
な
れ
た

。

▽
光
を
か
ざ
す
と
き
れ
い

な
の

、

光
が
好

マ
二

人
が
少
し
ず
つ

距
離
を
縮
め
て
い

く

ト
ム

が
ロ

ー
ラ
に
自
信
を
持
た
せ
る
話

。

/
し

か

勇
←
凩
し
J

自
一

一

=

口

が

と
こ

ろ
が
と
て
も
良
か
っ

た
。

コ

ン

プ
レ

結
果
は
結
ば
れ
よ
、

き
だ
か
ら

。

持
て
た
こ

と
。

ッ

ク
ス

は

皆
が
持
っ

て
い

る
が

・

マ
ュ

ニ

コ

ー
ン

が
壊
れ
た
シ

ー
ン

と
、

ロ

マ
コ

ン

プ
レ

ッ

ク
ス

は

誰
で
も
あ
る
が

、

マ
ロ

ー
ラ
を
励
ま
す
数
々

の

台
詞

。

ー
ラ
た
ち
の

ロ

づ
け
の

シ

ー
ン

で
す

。

マ
ジ
ム

と
ロ

1
ラ
の

ダ
ン

ス

シ

ー
ン

が
と

マ
ロ

ー
ラ
が
ガ
ラ
ス

の
ユ

ニ

コ

ー
ン

を
ジ

長
所
を
見
つ

け
る
こ

と
が

大
切

当
時
の

マ
皆
さ
ん
男
性
だ
っ

た
と
は

?

ミ
ー
の

手
に
握
ら
せ
る
シ
ー
ン

。

て
も
良
か
っ

た
で
す

。

生
活

、

考
え
方
が

伝
わ
っ

て
き
た

。

マ
ブ
ル

ー
ロ

ー
ズ

。

マ
コ

ン

プ
レ

ッ

ク
ス

の

克
服
は
難
し
い

▽
ト
ム

が
ロ

ー
ラ
に

前
向
き
に
生
き
る
た

マ
舞
台
後
の

交
流
会
も
楽
し
か
っ

た
。

さ

ロ

1
ラ
が
乗
り
越
え
た
が

。

す
が
演
鑑
の

方
々

、

質
問

、

感
想
よ
か
っ

マ
ア
マ

ン

ダ
と
ロ

ー
ラ
が
月
に
お
祈
り
を

め
の

分
析
を
し
て
い

る
場
面

。

マ
ど
こ
に
い

て
も
ロ

ー
ラ
が
忘
れ
ら
れ
な

す
る
シ

ー
ン

。

い

家
族
の

重
た
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
シ

誰
も
が
そ
の

人
な
り
の

美
し
さ
を
持
っ

マ
声
が
す
て
き
で
し
た

。

ー
ン

だ
っ

た
。

角
の

折
れ
た
ガ
ラ
ス

の

馬
に
な
っ

て
友

個
性
が
大
事

。

▽
ュ

ニ

コ

ー
ン

の

角
が
折
れ
た
と
こ

ろ
、

だ
ち
が
で
き
た
で
し
よ

う
。

悲
し
か
っ

た
け
ど
ロ

ー
ラ
の

言
葉
が
良
か

、

ソ

5
ご
弋

)

、

し

マ
ュ

ニ

コ

ー
ン

の

角
が
取
れ
て

普
通
の

馬

っ

た
。

に
な
っ

た
手
術
を
し
た
よ
う
な
も
の

ね
。

び
つ

こ

差
別
用
語

マ
熱
い
コ

ー
ヒ

ー
を
飲
み
な
が
ら
鳥
の

よ

マ

き
ち
が
い

々
イ
勹

っ

と
て
も
気
に
な
り
ま
し
た

。

う
に
さ
え
ず
り
合
う
と
こ

ろ
。

マ
お
母
さ
ん
が
よ
か
っ

た
。

▽
誇
り
を
持
つ

。

▽
「

コ

ン

プ
レ

ッ

ク
ス
」

、

「

個
性
」

、

考

マ
人
の

目
を
見
て

、

自
信
を
も
っ

て
生
き

る
の

だ
,

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

。

マ
人
は
良
い

所
一

つ

は
あ
る

。

自
信
を
も

マ
最
後
の

ロ

ー
ソ
ク
を
消
す
シ

ー
ン

。

っ

て
生
き
る
事

。

私
も
そ
う
思
っ

て
い

ま

マ
時
の

隔
た
り
程
遠
い

も
の

は
な
い

す
。

マ
誰
に
で
も
長
所
は
あ
る
も
の

だ
?

ラム役
キ狎

ぃ しお沖 ラ こ

スヲうオライフ公 % ラスの勧

「ガラス の 動物園」ア ン ケ ー ト結果

あま り良く 良くない

0.8 %ない

4 1%

* ホ いです

客席で タ ブ レ ッ トを開く と光が

発せ られます 。 観劇の妨げに

なりますの で やめま し よ う 。

許可の ない舞台の撮影 は禁止

で す 。 ご遠慮く ださ い 。

平価不明
-

三
ロ

圧4% 大変良い

3名
5名

会員数 623名
参加 者数 539名
参加率 8 5 %

アンケー ト返却数 505

アンケー ト返却率 90.3 %

26.1%

14.0%

46.6%

9



次々 回観劇会
第 3 3 2 回観劇会

O N E O R 8 公演 マ マ ごと
田村孝裕作 ・ 演出

< あ らす じ >

ユ 90
開時木

大関

時

所

日

場

こトンこ第

第 ミマ
)

ミ

ま

ミ

ー
》

′
1

-

をヾ

(テ ア トル ・ エ コ ー に よ る初演)

若 い 二 人 の 、 結納 の 日 。

互 い の 家族が初め て 顔 を合わせ る食事会に 現れ た四人の 母親たち 。

お互 い の 思惑がぶ つ か る 。

子供 た ち は思 っ た 。
こ れは き っ と 「お ま ま ご と 」 な の だ と 。

田村孝裕の 、 家族 を鋭 く 間 う物語 。

れぞれ の 本心 と本 当

< 出演 >

重田千穂子

、

冫

ま

い

ソ
を

の

(2

ホ

忍

月

内

達

1

佐藤 B 作

00



の一 の担当をどごに しま しよ う / ー 煢

9 月に配布し たア ン ケ ー ト用紙の下記作品を紹介し ます 。 観劇担当希望を決めて下さ い !

未定の部分が-多い の ですが 、 検討 し て希望を決めて下 さい 。

10 月の 会費納入時期か 「其の 女」 の会場で ア ン ケ ー ト用紙を提出 して くだ さい 。

1 月 ONEOR8 公演「マ マ ごと 」 1 月 2 9 日 (木) 午後 1時開演予定 関内大ホ ー ル

作 。 演出/ 田村孝裕

結納の 席の食事会が始ま ろ う と し たそ の 時 、

一 人 の女が現れる 。

そ の 人 は婚約者は なの 生みの 親。

育て の 母親は父の 後妻だが 、 愛情い つ ばい 育て て くれ た 。 店の 従

業員も巻き 込ん で 母親同士 の 思惑がぶ つ か り合 う 。
「マ マ ご と 」、

それぞれ の本心 と本音が入 りま じ る 。 笑い の 中に人間模様を鋭 く

活写する傑作喜劇 !

主演 ・ 佐藤 B 作 、
重 田千穂子 、 安達忍 、 岡の り こ

定

か

母

予

美

涙

し

し

良

な

て

ら

補

し

知

マ

候

接

が

ラ

て

父

ド

、

ヒ

し

ら

の

カ

ド

う

か

族

果

ど

話

家

萌

補

戦

こ

出

い

田

ち

琇

レ

い

し

角

立

ロ

寛

婦

る

思

か

、

宝

障

夫

す

の

懐

恵

揺

ち

か

橋

ム
ロ

曲イ
・

0

藤

演

亮

動

た

こ

市

ョ

市

介

公

岩

に

娘

ど

レ

レ

の

宮

予

命

山

、

目

黒

死

人

田

大

座

急

達

て

藤

加

オ

を

ん

幡

年

出

の

娘

0

安

の

ル

り

居

出

日

亠
月

演

妻

の

く

カ

優

カ

芝

座

た

人

し

四

興

舞

愛

人

化

幸

復

の

木

月

彦

っ

5

哀

祐

淳

添

ハ

カ

=

一

文

久

身

々

島

れ

な
・

佐

浦

溂

。

渾

佐

中

連

ら

杉

の

る

座

月

本
一

た

月

月

後

蘇

化

演

O

。

年

か

が

演

ミ

描

主

7

9

作

戦

今

文

主

1

作

長

わ

姿

主

物 ・ 第

五 志 ・



2025 年10 月 ス ケジュ ー ル

10 月会費受付 ・ 「月の海」座席シ ー ル発行水1日
金 10 月会費受付 ・ 「月の海」座席シ ー ル発行 ・ 「其の女」まとめ会 10 時30 分 ~ ・ 18 時30 分 ~

3 日
10 月会費受付 ・ 「月の海」座席シ — ル発行土4 日
10 月会費受付 ・ 「月の海」座席シ ー ル発行 ・ 手芸部火7 日

21 日 火 11月会費受付

22 日 水 11月会費受付

24 日 金 11月会費受付

25 日 土 11月会費受付

28 日 火 前日作業 ・ 搬入

水 日穏公演「月の海」13時開演 。 18 時30 分開演29 日
木 日穏公演「月の海」13時開演 搬出30 日

「月の海」ま とめ会10 時30 分 ~ 。 18 時30 分4日 火

ど 圭 ロ ま ロ 集し 先 響 ロ そロロ 政 ロ 耳 くしロ
秋夏 だの きが 連 ん の

、

め どよ 猛 治 海 て 日 後イ本 の 人 ノ弋
百感 始作 はなっ 世 日も 本の 劇 るっ 暑月が 形の

業 動 み どめ界 一か な秋 もに 体 やぎっも
た をが をる 中 五 と四 なた 映負ら 大の れ

を す 頂を に 度季ら 画 のい 阪 け あな し
の 探 そい心、カゝず カくでの く 則

し 間常 後 配 し た数 し とらにも をだ の
てすが癶 で良 戦、

観 文 々と ノ
々 候 続く 季 る も そ ノ馬後ま 楽 が強 文 い

い た年 しと く心芝 八 戦
た0こ 認 て争 み 大配 なな居 〇た 演田 は

知 若っ 変の た なを 年 る て 、

人 とっ

五 登 かっ 予 いて なな す被 い観 九、

文て 形
〇って 防も 夏

。

人んて 月) 白くし ス邑
回 私ちて 秋 で し、

や の 々健人いま
の 史 月0 し まも を に のま 加やとっ

劇 な 強 山苦 っ短 たた 太 場 行 を0

た っ さ人 そ しま を渋 なの 夫
を 思を

。

ため 地だ 伝 っ日谷で と
数 いて 球 の暑

ー

々 でん
谷 ん 出で もだ み冫品るをた 味 い て

し た暖 ろ しけ
ど 赤 紅 す 化 っ めの て

文く た 山 がか小 澤
~

の渠東 三 し の

ま 竹 ら ちに 木 ほの 影ネし
一

さ谷 位 宋
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